
○
法
務
省
令
第 

 
 

号 

 
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
百
八
条
の
二
並
び
に
同
法
第
七
百
六
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
（

こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
七
百
四
十
九
条
、
第
七
百
七
十
一
条
及
び
第
七
百
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
民
法
第
三
百
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
子
の
監
護
費
用
の
先
取
特
権
に
係
る
額
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 
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年 
 

月 
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法
務
大
臣 

鈴
木 

馨
祐 

 
 

 
 
 

民
法
第
三
百
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
子
の
監
護
費
用
の
先
取
特
権
に
係
る
額
の
算
定
等
に
関
す
る
省
令 

 

（
子
の
監
護
費
用
の
先
取
特
権
に
係
る
額
の
算
定
） 

第
一
条 

民
法
第
三
百
八
条
の
二
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
一
月
当
た
り
八
万
円
に

同
条
に
規
定
す
る
定
期
金
に
よ
り
扶
養
を
受
け
る
べ
き
子
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

 

（
子
の
監
護
に
要
す
る
費
用
の
分
担
の
定
め
が
な
い
場
合
の
特
例
に
係
る
額
の
算
定
） 

第
二
条 

民
法
第
七
百
六
十
六
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
は
、
二
万
円
に



同
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
父
母
の
一
方
が
離
婚
の
時
か
ら
引
き
続
き
監
護
を
主
と
し
て
行
う
子
の
数
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。 

２ 

民
法
第
七
百
六
十
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
日
割
計
算
は
、
離
婚
の
日
の
属
す
る
月
又
は
同
条
第
一
項
各
号
に
掲

げ
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
の
属
す
る
月
の
日
数
を
基
礎
と
し
て
こ
れ
を
行
う
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
民
法
第
七
百
四
十
九
条
、
第
七
百
七
十
一
条
及
び
第
七
百
八
十
八
条
に
お
い
て
同
法
第
七
百
六
十
六

条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
省
令
は
、
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
検
討
） 

２ 

こ
の
省
令
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
状
況
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案

し
つ
つ
検
討
す
る
も
の
と
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 


